
因
幡
国
に
沿
け
る
中
世
の
城
郭
と

城
郭
下
集
落
の
歴
史
地
理
学
的
考
察

因幡国における中世の城郭と城郭下集落の歴史地理学的考察

林

保

中

[式

じ

め

[こ

領
主
達
の
生
活
、
戦
闘
、
支
配
の
拠
点
で
あ
る
城
郭
を
、
生
活
面
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
に
、
寵
瀬
良
明
氏
、
小
林
健
太
郎
氏
の
研

究
が
あ
る
ハ
1
)
ハ
2
3

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
先
学
諸
氏
に
学
び
、
因
幡
固
に
お
け
る
中
世
の
城
郭
と
生
産
地
域
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
そ
し

て
、
更
に
、
そ
れ
ら
中
世
の
城
郭
下
に
成
立
し
た
城
郭
下
集
落
(
城
下
町
)
、
四
つ
を
選
び
、
そ
の
復
原
を
試
み
る
。

な
お
、
城
郭
の
分
布
、
分
類
は
『
因
幡
志
』
〈
ろ
と
、
『
日
本
城
郭
全
集
』
ハ
ー
に
よ
っ
た
。

城
下
町
の
復
原
は
検
地
帖
ゃ
、

当
時

ま
た
、

の
古
絵
図
、
古
地
図
な
ど
を
基
に
復
原
す
べ
き
で
あ
る
が
、
因
幡
国
に
は
そ
の
よ
う
な
中
世
の
資
料
は
残
存
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
地

籍
図
の
小
字
名
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
の
『
稲
場
民
談
記
』
ハ
5
v
、
「
因
幡
士
山
』
、
更
に
、
現
在
の
地
方
史
誌
や
、
地
方
史
家
に
よ
る
文
献
、

そ
し
て
、
実
地
調
査
に
よ
る
城
下
町
時
代
の
遺
構
、
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
復
原
を
試
み
た
。
し
か
し
、
不
充
分
の
点
多
く
、
今
後
、
更

に
多
く
の
検
討
を
要
す
る
。

227 
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因
幡
の
地
形
的
概
観

東
は
但
馬
、
南
は
播
磨
、
美
作
、
西
は
伯
奮
に
接
し
、
北
は
日
本
海
に
臨
ん
で
い
る
o

国
の
南
部
に
は
中
国
山
地
が
東
西
に
走
行
し
、

こ
の
山
地
を
水
源
と
す
る
諸
河
川
は
、
分
水
嶺
が
北
に
偏
し
て
い
る
た
め
、
短
か
く
急
で
、
小
河
谷
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
国
を

地
形
的
に
区
分
す
れ
ば
、
千
代
川
上
中
流
の
八
頭
山
地
地
域
、
下
流
の
鳥
取
平
野
地
域
、
そ
し
て
、
岩
美
小
河
谷
地
域
、
気
高
小
河
谷
地

域
の
四
地
域
に
大
別
さ
れ
る
。
八
頭
山
地
地
域
は
千
代
川
の
上
中
流
で
、
智
頭
川
、

八
東
川
、
私
都
川
な
ど
の
流
域
に
発
達
す
る
谷
底
平

野
か
ら
な
り
、
智
頭
川
、

八
東
川
両
河
川
の
合
流
点
付
近
に
は
三
段
の
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
鳥
取
平
野
地
域
は
千
代
川
な
ど
の
作
つ

た
沖
積
平
野
で
、
後
氷
期
の
海
侵
期
に
は
溺
れ
谷
と
な
り
、
湾
中
に
今
木
山
、
天
神
山
、
青
島
な
ど
の
島
唄
群
が
浮
ん
で
い
た
。

や

ヵ:

て
、
湾
奥
か
ら
流
れ
る
千
代
川
、
袋
川
、
野
坂
川
な
ど
の
諸
河
川
な
ど
の
流
勢
と
日
本
海
沿
岸
を
流
れ
あ
沿
岸
流
と
の
作
用
に
よ
り
、
湾

頭
に
沿
岸
州
、
砂
丘
が
形
成
さ
れ
湾
頭
付
近
を
ふ
さ
い
だ
(
6
)
O

湾
頭
付
近
が
ふ
さ
が
れ
る
と
波
や
潮
流
の
作
用
の
少
な
い
内
湾
と
な

り
、
そ
の
よ
う
な
内
湾
に
千
代
川
、
袋
川
、
野
坂
川
な
ど
が
上
流
か
ら
土
砂
を
運
び
埋
積
作
用
を
く
り
返
し
た
。
埋
積
作
用
が
進
む
と
内

湾
は
急
速
に
デ
ル
タ
化
し
た
。
し
か
し
、
湾
西
部
に
は
長
柄
川
な
ど
の
小
河
川
し
か
な
く
埋
積
作
用
弱
く
埋
め
残
し
湖
山
池
が
形
成
さ
れ

た
。
岩
美
小
河
谷
地
域
は
蒲
生
川
を
中
央
に
、
そ
の
東
に
陸
上
川
、
西
に
小
田
川
の
小
河
川
が
並
行
し
て
北
流
し
、
上
中
流
に
は
小
谷
底

平
野
を
形
成
し
、
下
流
域
に
は
小
沖
積
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
に
は
砂
丘
が
発
達
し
、
沖
積
平
野
末
端
の
砂
丘
内
側
に
は

江
戸
時
代
の
頃
ま
で
沼
沢
が
存
在
し
て
い
た
〈
7
)
O

気
高
小
河
谷
地
域
は
河
内
川
の
作
っ
た
諸
谷
と
、

日
置
・
勝
部
川
の
河
谷
か
ら
な
っ
て
い
る
。
河
内
川
は
断
層
線
に
そ
っ
て
発
達
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
、
逢
坂
、
勝
谷
両
河
谷
の
谷
頭
を
載
頭
し
、
空
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
空
谷
に
は
三
段
の
段
丘
が
み
ら
れ



る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
河
谷
の
下
流
域
に
は
、
も
と
の
溺
れ
谷
を
埋
め
て
沖
積
平
野
が
形
成
さ
れ
、
河
口
付
近
に
は
砂
丘
が
発
達
し
、
砂

正
内
側
に
は
沼
沢
の
存
在
が
み
ら
れ
る
。
日
置
・
勝
部
川
の
流
域
に
も
谷
底
平
野
が
発
達
し
、
河
口
付
近
に
砂
正
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

2 

古

代

の

因

幡

因幡国における中世の城郭と城郭下集落の歴史地理学的考察

「
和
名
抄
』
に
よ
る
古
代
因
幡
国
の
国
府
は
法
美
郡
で
、
現
在
の
国
府
町
庁
付
近
に
お
か
れ
た
。
こ
の
国
は
巨
濃
、
法
美
、
邑
美
、

/¥ 
上

智
頭
、
高
草
、
気
多
の
七
郡
五
十
郷
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
生
産
活
動
の
中
心
地
域
を
条
里
施
行
地
域
と
想
定
し
、
因
幡
国
内
に

お
け
る
条
里
施
行
の
推
定
さ
れ
る
地
域
を
考
察
す
れ
ば
、

八
頭
山
地
域
で
は
八
東
川
、
私
都
川
、
智
頭
川
の
合
流
点
付
近
と
、
智
頭
川
流

域
の
「
日
本
後
紀
』
(
立
の
「
道
俣
駅
」
祉
に
比
定
さ
れ
て
い
る
ハ
9
u

智
頭
町
智
頭
付
近
に
み
ら
れ
る
白
)
O

鳥
取
平
野
の
千
代
川
左
岸
の
高

草
郡
に
は
『
東
大
寺
文
書
』
の
「
因
幡
国
高
草
郡
高
庭
庄
」
(
旦
に
よ
り
、

北
は
八
条
か
ら
南
は
二
条
に
わ
た
る
条
里
が
施
行
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
千
代
川
右
岸
の
国
府
の
置
か
れ
た
法
美
・
邑
美
郡
の
平
野
に
も
条
里
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
岩
美
小
河

谷
地
域
で
は
古
代
山
陰
道
に
浴
う
蒲
生
川
の
中
流
域
に
み
ら
れ
、
小
田
川
流
域
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
気
高
小
河
谷
地
域
に
は
河
内

川
、
勝
谷
、
逢
坂
の
諸
谷
の
谷
頭
の
接
合
点
付
近
の
、
当
時
の
気
多
郡
家
の
所
在
地
邑
〉
付
近
を
中
心
に
条
里
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
そ
の

t
ミ

、

い
れ
カ

日
置
川
の
中
流
域
に
も
そ
の
遺
構
が
推
定
さ
れ
る
(
第
1
図
参
照
)
0

3 

中

世

の

因

幡

)
 

1
 

(
 
城

郭

の

分

布
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城
は
戦
闘
を
中
心
と
す
る
軍
事
的
機
能
を
有
し
、
比
較
的
短
期
的
な
性
格
を
有
す
る
の
で
山
頂
、
山
上
に
多
い
が
、
館
は
平
素
の
居
住
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地
、
支
配
の
中
心
で
あ
り
長
期
的
性
格
を
有
す

る
の
で
村
内
や
平
地
に
多
い
と
さ
れ
る
自
)
が
、

因
幡
に
は
城
と
館
を
分
類
で
き
る
資
料
は
な

推定古代因幡国の条豆地域と交通路図

ぃ
。
そ
こ
で
、
『
因
幡
士
山
』
や
、
『
日
本
城
郭
全

集
日
』
に
よ
っ
て
、
城
郭
の
立
地
す
る
地
形
、

そ
し
て
時
代
別
に
分
類
し
た
(
第
1
表
参
照
)
。

城
郭
全
体
二
一

O
の
六
二
・
四
%
の
一
三
一
が

山
頂
、
山
上
に
立
地
し
、
平
地
と
か
村
内
は
全

体
の
四
・
八
%
の
一

O
に
す
、
ぎ
ず
、
『
因
幡
志
』

ゃ
「
日
本
城
郭
全
集
日
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

因
幡
の
城
郭
の
ほ
と
ん
ど
は
城
で
あ
り
、
館
は

少
な
い
。
中
世
の
城
郭
は
原
則
と
し
て
、

所

第 1図

謂
、
「
所
堅
固
の
城
」
の
時
代
で
、
純
戦
闘
用

に
構
築
さ
れ
、
館
な
ど
を
中
心
に
し
た
集
落
は

城
郭
と
か
な
り
離
れ
た
地
域
に
設
け
ら
れ
、
城

と
集
落
と
は
一
心
同
体
に
な
っ
て
い
な
い
(
び
o

従
っ
て
、
山
頂
、
山
上
に
城
郭
が
存
在
す
る
こ
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)内は必

長ι1空|鎌倉以前|南北朝|室町 lfi!錨|安土桃山|不明 l計

山上 (頂) 2 21 8 33 20 47 
131 

(62.4) 

IlJ 麓 1 1 2 
4 

(6.9) 

キす 内 O 

社寺内 1 1 
2 

(1. 0) 

平地(田畑) 2 1 4 1 2 
10 

(4.8) 

山 中 6 3 2 20 
(9.5) 

不 明 2 4 5 11 48 
(20.5) 

計 I (1. 4~ I引ペペ 301 り抑(1. 4) I (11.4) I (5.2) I (23.3) I (14.3) I (44.3i!1 (100) 

因幡における中世の城郭の分布第 1表

と
は
平
地
や
村
内
に
も
、
当
然
、
館
に
類
し
た
も
の
を
中
心
に
集
落
が

築城時代不詳のものは，その城郭が歴史上に安れた時代に分類した。

立
地
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
城
郭
主
は
武
士
で
あ
る

と
と
も
に
地
主
で
あ
り
、
生
産
地
域
よ
り
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
か
ら

で
あ
る
自
)
O

だ
が
、
因
幡
に
お
い
て
は
資
料
が
乏
し
い
の
で
こ
の
点

に
関
し
て
は
不
詳
で
あ
る
。

(2) 

時

代

鎌

倉

鎌
倉
時
代
の
因
幡
国
に
は
、
服
部
荘
、
巨
濃
別
宮
、
滝
一
房
荘
、
土
師

荘
、
岩
井
荘
、
薬
師
寺
荘
、
高
狩
別
府
、
小
別
府
、
紙
木
別
府
な
ど
多

数
の
荘
園
が
み
ら
れ
ハ
号
、
そ
の
分
布
を
条
里
遺
構
の
分
布
と
対
比
す

る
と
、
山
間
地
域
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
生
産
地
域
の

拡
大
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
荘
園
増
加
は
、
こ
の
時
代
、
国
衝

の
勢
力
が
だ
ん
だ
ん
弱
ま
り
、
こ
れ
ら
荘
園
を
背
景
と
す
る
新
豪
族
が

拾
頭
し
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
豪
族
に
、
土
師
氏
(
八

上
郡
)
、
敷
美
氏
、
長
田
氏
(
高
草
郡
)
、
志
加
奴
氏
(
気
多
郡
)
門
口
〉
、

佐
治
氏
(
佐
治
郷
地
頭
)
、
平
宗
泰
(
船
岡
郷
地
頭
)
(
珍
な
ど
の
名
が

(註)

み
ら
れ
る
。
こ
の
鎌
倉
時
代
の
城
郭
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
全
体
の
一
四

%
で
僅
か
三
と
非
常
に
少
な
く
、
こ
の
時
代
は
城
郭
未
発
達
の
時
代
と
い
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え
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
は

全
国
的
に
み
れ
ば
豪
族
の
割
拠
し
て
い
た
時
代

で
、
そ
れ
ら
豪
族
は
村
内
や
平
地
に
自
己
の
居

因幡における「土居」と「市」の分布図

館
を
構
え
、

そ
れ
を
核
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に

隷
属
的
な
小
作
人
を
住
ま
わ
せ
た
集
落
、

所

謂
、
「
豪
族
屋
敷
村
」
を
形
成
し
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
豪
族
屋
敷
村
に
つ
い

て
『
地
名
語
源
辞
典
』

t主

「
鎌
倉
時
代
の
土

豪
、
武
士
の
屋
敷
は
土
塁
や
堀
で
か
こ
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
一
廓
を
土
居
と
か
堀
の
内
と
か
い

っ
た
:
:
:
a
u
」
と
し
、
一
家
族
屋
敷
村
に
は
「
土

居
」
地
名
が
付
く
も
の
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

第 2図

そ
こ
で
、
因
幡
国
に
お
け
る
「
土
居
」
地
名
の

分
布
を
み
る
と
、
鳥
取
平
野
を
中
心
と
す
る
平

野
地
域
に
多
く
分
布
し
、

ほ
と
ん
ど
集
落
毎
に

み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
生
産
力
と

相
関
し
、
ま
た
、
当
時
の
生
産
活
動
の
範
囲
を



示
し
て
い
る
と
も
い
え
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
「
土
居
」
地
名
は
中
世
起
源
の
も
の
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ

を
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

(3) 

南

北

朝

時

代

因幡国における中世の城郭と城郭下集落の歴史地理学的考察

南
北
朝
期
前
に
は
隣
国
伯
奮
の
豪
族
名
和
氏
ら
の
活
躍
で
建
武
中
興
と
な
っ
た
が
長
く
続
か
ず
、
南
北
朝
時
代
と
な
っ
た
。
因
幡
に
お

い
て
も
足
利
氏
一
門
ゃ
、
そ
の
重
臣
、
が
つ
ぎ
つ
、
ぎ
と
守
護
と
な
っ
て
入
国
し
た
。
ま
た
、

諏
方
部
扶
重

(
玉
津
保
地
頭
)
、
矢
部
氏
〈
八

東
、
若
桜
)
、
波
多
野
氏
、
小
治
田
氏
、
青
木
氏
(
八
東
郡
)
な
ど
の
諸
豪
族
が
足
刺
方
に
味
方
し
た
。

そ
し
て
、

正
平
十
八
年
(
一
三

六
三
)
足
利
方
の
山
名
時
氏
が
因
幡
の
守
護
と
な
っ
た
。
時
氏
は
因
幡
だ
け
で
な
く
、
伯
者
、
丹
波
、
美
作
、
丹
後
と
山
陰
道
を
中
心
と

す
る
広
大
な
所
領
を
も
ち
、
三
男
氏
冬
に
因
幡
の
守
護
職
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
八
男
氏
重
が
守
護
職
を
つ
ぎ
山
名
一
族
の
政
治
は

続
く
が
、
明
徳
の
乱
(
一
三
九
一
)
に
山
名
氏
は
破
れ
た
が
、
因
幡
の
守
護
職
は
山
名
氏
家
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
頃
の
因
幡
の
守
護
所

は
二
上
山
城
(
現
、
岩
美
町
岩
常
)

に
お
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
時
代
の
城
郭
は
全
体
の
一
一
・
四
%
の
二
四
で
、
そ
の
う
ち
一
二
は
山
頂
、
山
上
に
立
地
し
て
い
る
。
主
な
分
布
地
域
は
八
束
郡

の
波
多
野
氏
、
矢
部
氏
関
係
の
も
の
と
、
巨
濃
郡
の
山
名
氏
関
係
、
そ
し
て
、
智
頭
郡
の
南
北
朝
争
乱
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で
、
鳥
取

平
野
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

い
ず
れ
も
、
条
里
が
推
定
さ
れ
る
地
域
以
外
を
中
心
と
し
て
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時

代
は
ま
だ
国
衝
の
力
が
強
か
っ
た
た
め
と
も
推
定
さ
れ
る
。

(4) 

町

時

代

室

明
徳
の
乱
(
二
二
九
一
)

に
よ
り
因
幡
固
に
お
け
る
山
名
氏
の
所
領
の
半
分
は
没
収
さ
れ
、
但
馬
山
名
氏
や
、
幕
府
御
家
人
の
斎
藤
、

233 

一
色
、
一
二
上
、
安
束
、
飯
尾
、
吉
見
氏
な
ど
の
国
人
層
に
分
配
さ
れ
た
翁
〉

O

毛
利
、
丹
比
、
進
士
、
朝
日
、

し
か
し
、
室
町
時
代
の
因
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幡
は
お
お
む
ね
山
名
氏
の
管
轄
下
に
あ
り
、
守
護
所
も
嘉
吉
の
乱
(
一
四
四
一
)

の
う
ち
、
二
上
山
城
か
ら
鳥
取
平
野
西
域
で
湖
山
池
東

岸
の
布
勢
天
神
山
城
(
現
、
鳥
取
市
湖
山
・
布
施
)

に
移
さ
れ
た
。

こ
の
時
代
の
城
郭
は
十
一
で
、
全
体
の
五
・
二
%
に
す
、
ぎ
ず
、

そ
の
大
部
分
は
前
記
、
国
人
層
関
係
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
主
な

分
布
を
み
る
と
、
因
幡
一
円
に
分
布
し
て
い
る
o

鳥
取
平
野
は
守
護
山
名
氏
関
係
、

八
頭
山
地
地
域
の
私
都
谷
に
毛
利
氏
、

八
東
谷
に
丹

比
、
吉
見
氏
、
そ
し
て
、
気
高
小
河
谷
地
域
に
斎
藤
氏
関
係
の
も
の
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
北
朝
期
ま
で
み
ら
れ
た
国

街
の
力
は
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
衰
退
し
て
い
っ
た
も
の
と
も
推
定
さ
れ
る
。

(5) 

室
町
後
期

1
戦
国
時
代

細
川
対
山
名
の
抗
争
が
表
面
化
し
、
遂
に
、
応
仁
の
乱
(
一
四
六
七

l
七
七
)
が
起
り
、
両
氏
は
東
西
に
わ
か
れ
て
戦
っ
た
。
因
幡
で

は
山
名
勝
豊
が
国
侍
を
率
い
て
出
陣
し
た
。
国
侍
で
応
仁
の
乱
に
参
加
し
た
も
の
は
、
伊
達
、
波
多
野
、
矢
部
、
山
口
の
各
氏
と
い
わ
れ

る〈
8
0
こ
の
応
仁
の
乱
以
降
、
所
謂
、
戦
国
の
世
と
な
り
、
大
名
分
国
の
一
円
知
行
が
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
因
幡
で
は
山
名
氏

の
力
が
弱
く
、
ま
た
、
国
侍
の
力
も
微
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
出
雲
の
尼
子
経
久
は
大
永
四
年
(
一
五
二
四
)
五
月
大
軍
を
率

い
て
伯
奮
を
制
圧
、
天
文
十
三
年
(
一
五
五
四
)
因
幡
に
侵
入
し
た
。
し
か
し
、
尼
子
氏
も
永
禄
九
年
(
一
五
六
六
)
周
防
の
毛
利
氏
の

進
出
に
よ
り
屈
服
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
な
か
で
、
山
名
氏
の
重
臣
武
田
高
信
が
反
乱
を
お
こ
し
、
岩
井
、
巴
美
、
法
美
、

八
上
、

八
束
郡
を
勢
力
下
に
お
い
た
。
但
馬
山
名
氏
が
救
援
に
か
け
つ
け
た
が
、
そ
の
勢
力
は
気
多
、
高
草
郡
の
一
部
に
お
よ
ん
だ
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
向
、
智
頭
郡
は
美
作
の
草
刈
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
織
田
信
長
の
支
援
で
但
馬
よ
り
侵
入
し
た
尼
子

の
旧
臣
山
中
鹿
之
助
は
反
毛
利
の
因
幡
山
名
と
連
合
し
、
毛
利
方
の
武
田
高
信
を
破
り
、
山
名
氏
を
鳥
取
城
に
入
城
(
工
夫
正
元
年
、

一
五

七
三
)
さ
せ
た
。
鳥
取
城
の
山
名
氏
は
そ
の
後
、
信
長
か
ら
離
れ
、
毛
利
と
子
を
結
ん
だ
。
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」
の
時
代
の
城
郭
は
全
体
の
二
二
了
三
元
の

四
九
に
も
、
指
定
す
る
。
鳥
取
平
野
は
山
名
氏
関
係

武
田
高
信
関
係
の
も
の
、
が
中
心
で
あ
る
。
八
頭

山
地
地
域
の
智
頭
郡
は
木
原
氏
関
係
、

八
上
郡

因幡固における中世城郭の分布図

は
毛
利
氏
、
伊
田
氏
関
係
、

八
東
郡
に
矢
部
氏

関
係
、
そ
し
て
、
気
多
郡
も
か
な
り
の
分
布
が

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
の
不
詳
な
城
郭
の
大

部
分
も
こ
の
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
併
せ
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
分
布
地
域
は
、

現
在
の
生
産
地
域
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
範
囲
に
分

布
し
て
い
る
。

第 3図

ま
た
、
こ
の
時
期
は
全
国
的
に
商
業
活
動
、

所
謂
、
「
市
」
の
発
達
を
み
た
時
期
で
あ
る
。

因
幡
国
に
お
い
て
は
「
市
」
の
存
在
を
立
証
す

る
資
料
は
み
ら
れ
な
い
が
、
地
籍
図
の
「
市
」
、

「
市
場
」
地
名
よ
り
そ
の
分
布
を
み
る
と
、

千

代
川
と
、
そ
の
支
流
の
流
域
を
中
心
に
分
布
が
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み
ら
れ
、
城
郭
所
在
地
や
、
河
川
の
合
流
点
付
近
な
ど
交
通
の
要
街
地
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
分
布
し
て
い
る
(
第
2
図
参
照
)
。

(6) 

安
土
桃
山
時
代

天
正
五
年
(
一
五
七
七
)
信
長
は
秀
吉
に
命
じ
中
国
征
服
に
当
ら
せ
た
。
秀
吉
は
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
但
馬
か
ら
因
幡
に
入
り
、

若
桜
、
用
瀬
、
鹿
野
、
浦
富
の
城
を
陥
れ
、
鳥
取
域
の
山
名
豊
国
を
降
し
、

ひ
と
ま
ず
ひ
き
返
し
た
。
そ
の
後
、
山
名
の
長
臣
ら
は
吉
川

元
春
に
援
を
求
め
、
天
正
九
年
(
一
五
八
一
)
吉
川
経
家
が
鳥
取
域
に
入
城
し
た
。
こ
の
年
、
播
磨
よ
り
因
幡
に
入
っ
た
秀
吉
は
鳥
取
城

を
落
し
、
因
幡
を
平
定
し
た
。
そ
し
て
、
浦
富
桐
山
城
に
垣
屋
氏
を
お
き
巨
濃
郡
を
、
鳥
取
城
に
宮
部
善
祥
坊
を
お
き
巴
美
、
高
草
、

八

上
、
法
美
郡
を
、
若
桜
鬼
ケ
誠
に
木
下
重
賢
、
用
瀬
景
石
城
に
綾
部
兵
大
輔
を
お
き
智
頭
、

八
東
郡
を
、
鹿
野
城
に
亀
井
弦
矩
を
お
き
気

多
郡
を
支
配
さ
せ
た
o

慶
長
五
年
三
六

O
O
)
関
ケ
原
以
降
、
因
幡
は
鳥
取
に
池
田
長
吉
(
巨
濃
、
邑
美
、
八
上
、
法
美
)
、
若
桜
に

山
崎
家
盛
(
智
頭
、

八
東
)
、
鹿
野
に
亀
井
弦
矩
(
気
多
、
高
草
)
が
配
さ
れ
、
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)

の
「
一
国
一
城
令
」
に
よ
り
、

元
和
三
年
(
一
六
一
七
)
姫
路
よ
り
池
田
光
政
が
困
伯
の
領
主
と
な
っ
た
。

こ
の
時
代
の
城
郭
は
全
体
の
一
四
・
三
%
の
一
ニ

O
に
達
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
秀
吉
が
鳥
取
城
を
は
じ
め
と
す
る
各
城
郭

の
「
攻
め
城
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
毛
利
勢
の
防
禦
の
た
め
の
「
出
城
」
が
中
心
で
、
そ
の
分
布
は
鳥
取
平
野
を
中
心
と
す
る
海
岸

部
に
大
多
数
が
み
ら
れ
る
。

4 

城

郭

下

集

落

古
代
因
幡
の
首
都
は
千
代
川
の
支
流
、
袋
川
流
域
で
、
現
在
の
国
府
町
庁
付
近
に
置
か
れ
た
。
こ
の
千
代
川
下
流
域
の
鳥
取
平
野
は
当

時
、
因
幡
最
大
の
生
産
地
域
で
あ
っ
た
。
中
世
に
な
る
と
、
守
護
山
名
時
氏
は
守
護
所
を
巨
濃
郡
の
二
土
山
城
(
現
、
岩
美
町
岩
常
)
に



設
け
た
。
そ
れ
は
興
国
元
年
(
一
三
四

O
)
と
も
、
文
和
年
間
(
一
三
五
二

l
五
五
)
と
も
い
わ
れ
る
o

そ
れ
か
ら
約
一
二

O
年
後
の
文

正
元
年
(
一
四
六
六
)
ま
で
の
因
幡
の
政
治
の
中
心
は
国
の
東
端
に
置
か
れ
て
い
た
。
時
氏
が
生
産
活
動
の
中
心
で
あ
る
鳥
取
平
野
を
離

三
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け

れ
て
、
巨
濃
郡
の
小
田
川
流
域
に
守
護
所
を
設
け
た
理
由
と
し
て
、
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て
の
因
幡
国
の
鳥
取
平
野
に
お
い
て
は
国
街
の
力
が
強
か
っ
た
た
め
、
鳥
取
平
野
以
外
の
地
に
守
護
所
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

都
や
山
名
氏
一
族
と
の
連
絡
上
、

よ
り
そ
れ
ら
の
地
域
に
近
い
交
通
上
の
便
の
よ
い
巨
濃
郡
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
『
続
日
本
紀
』
に
「
因

幡
国
献
銅
鉱
」
〈
号
と
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
『
因
幡
士
山
』
に
よ
っ
て
も
銅
、
金
、
銀
の
鉱
山
が
巨
濃
郡
に
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
よ
り
、
中

世
に
お
い
て
も
何
か
の
地
下
資
源
が
採
堀
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
岩
美
町
誌
』
は
「
室
町
時
代
因
幡
国

の
守
護
で
あ
っ
た
山
名
氏
は
諸
大
名
の
中
で
な
か
な
か
勢
力
を
も
ち
:
:
:
そ
の
か
げ
に
山
名
の
ふ
と
こ
ろ
を
う
る
お
す
財
源
が
山
名
の
居

城
岩
常
で
も
、

し
か
も
二
上
山
城
の
山
つ
づ
き
の
裏
山
に
秘
め
ら
れ
、
こ
の
時
代
に
こ
の
山
の
金
が
盛
ん
に
発
堀
せ
ら
れ
た
と
、
里
人
の

聞
に
云
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
:
:
:
」
と
み
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
が
推
定
さ
れ
る
o

だ
が
、
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
以

降
、
因
幡
の
首
都
は
再
び
、
生
産
活
動
の
中
心
で
あ
る
鳥
取
平
野
に
返
っ
た
。
そ
の
位
置
は
湖
山
池
東
岸
の
布
勢
天
神
山
城
(
現
、
鳥
取

市
布
施
)
で
、
地
形
的
に
低
平
な
沖
積
平
野
の
孤
山
で
あ
る
た
め
、
湖
山
池
の
水
を
引
い
て
濠
と
し
、
防
禦
を
固
め
た
。
し
か
し
、
戦
乱

の
世
に
な
る
に
し
た
が
い
、
「
所
堅
固
の
城
」
と
は
な
ら
ず
、
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
、
山
名
豊
国
は
鳥
取
平
野
東
端
の
峻
険
な
久
松
山

(
二
六
回
米
)
上
の
鳥
取
域
を
居
城
と
定
め
た
。
こ
れ
以
降
、
鳥
取
は
政
治
の
中
心
と
な
っ
た
(
第
1
図
参
照
)

O

そ
こ
で
、
中
世
に
お

け
る
因
幡
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
っ
た
、
二
上
山
城
と
布
勢
天
神
山
城
、
更
に
、
中
世
か
ら
元
和
の
ご
国
一
城
令
」
ま
で
栄
え
、
そ
れ

以
降
、
城
下
町
に
も
、
陣
屋
町
に
も
な
ら
な
か
っ
た
若
桜
、
鹿
野
の
城
郭
下
の
集
落
(
城
下
町
)

の
考
察
を
行
な
っ
て
み
る
。
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第4図 推 定 岩 常 城 下 町
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・E(
 
岩

常

二
上
山
城
下
の
集
落
が
岩
常
で
あ
る
。
二
上
山
城
は
二
上
山
(
三
三
四
米
)

の
山
頂
で
、
但
馬
口
に
面
し
た
重
要
拠
点
に
築
城
さ
れ
、

『
因
幡
士
山
』

「
城
西
表
ニ
シ
テ
本
丸
ヲ
始
メ
段
々
ノ
曲
輪
乾
堀
馬
場
ノ
迩
ナ
ラ
ン
:
:
:
域
社
ニ
上
レ
ハ
巨
濃
法
美
ノ
郡
中
及
ヒ
海
上
ニ
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至
ル
マ
テ
直
下
ニ
見
ル
尤
ト
モ
高
山
其
構
エ
ノ
広
大
ナ
ル
国
中
無
隻
ノ
普
請
ナ
リ
:
:
:
」
(
ち
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
峻
険
な
山
頂
に
築
城
さ

れ
、
中
世
独
特
の
「
所
堅
固
の
城
」
で
あ
る
。
城
郭
下
集
落
の
岩
常
は
、

は
る
か
北
麓
の
小
田
川
の
支
流
で
、
万
願
寺
川
と
谷
川
の
流
域

に
立
地
し
、
城
郭
と
集
落
と
は
か
な
り
の
垂
直
的
距
離
が
み
ら
れ
る
。

給
人
団
の
居
住
地
域
、
所
謂
、
「
侍
屋
敷
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
上
山
の
南
、
海
抜
二
五

O
I二
七

O
m
位
で
、
小
田
川
の
支
流
、

ダ
イ

に
通
称
「
大
屋
敷
」
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
地
域
は
『
因
伯
古
城
跡
』
(
き
に
よ

高
野
坂
川
上
流
の
小
字
名
「
高
野
坂
奥
」

る
と
「
長
五
十
間
斗
、
横
十
八
間
ヨ
リ
十
五
間
位
マ
テ
」
と
記
さ
れ
、
面
積
に
す
る
と
七
五

O
I九
O
O坪
位
と
な
る
。
里
人
の
口
碑
に

よ
る
と
、
こ
の
地
域
が
侍
屋
敷
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
大
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
地
形
的
に
み
て
、
山
上
に
近
く
、
飲
料
水

な
ど
不
便
な
点
多
く
、
常
住
の
居
住
地
と
し
て
は
立
地
条
件
が
悪
い
。
ま
た
、
当
時
の
武
土
は
在
地
の
村
落
に
居
住
し
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
、
こ
の
地
域
は
給
人
団
の
居
住
地
域
で
は
な
く
、
城
郭
の
一
部
が
構
築
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
高
野
坂
川
と
小
田
川
の
合
流
点
付
近
の
小
字
名
「
上
ミ
ツ
エ
」
、
「
ミ
ツ
エ
下
」
は
当
時
の
馬
場
と
さ
れ
る
。

町
屋
に
あ
た
る
城
郭
下
集
落
は
、
二
上
山
の
北
麓
の
小
田
川
の
支
流
、
万
願
寺
川
、
谷
川
の
流
域
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
こ
に
発
達
し

た
当
時
の
集
落
に
つ
い
て
『
因
幡
志
』
は
「
二
上
ニ
在
城
ノ
時
一
国
都
城
ノ
下
ニ
テ
民
屋
数
千
軒
棟
ヲ
双
へ
寺
院
モ
多
ク
繁
昌
ノ
地
ナ
リ

シ
ト
ヵ
ャ
、
今
モ
谷
々
ニ
其
迩
ア
リ
長
者
屋
舗
、
侍
屋
敷
、
市
臨
時
ノ
跡
等
ア
リ
田
圃
ノ
字
ニ
茶
屋
谷
、
美
女
谷
、
土
塀
、
馬
場
、
絹
幕
ナ
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ト
イ
ヘ
ル
モ
皆
城
下
ノ
時
ノ
名
ヲ
伝
ヘ
タ
ル
也
:
:
:
」
(
号
と
記
し
て
い
る
。

地
籍
図
に
よ
る
と
、
「
中
村
屋
敷
」
、
「
横
井
屋
敷
」
、
「
南
屋
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敷
」
、
「
山
崎
屋
敷
」
、
「
美
女
谷
」
の
地
名
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
美
女
谷
」

は
女
郎
町
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

近
世
城
下
町

の
町
屋
に
み
ら
れ
る
町
名
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
現
在
の
岩
常
集
落
付
近
に
は
政
治
・
経
済
的
機
能
を
有
し
た
集
落
が

立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。

城
郭
下
の
集
落
の
寺
院
配
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
は
、
小
字
名
「
林
ノ
下
」
に
「
安
岳
山
常
智
院
」
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
寺
は
守
護
山
名
氏
が
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
た
寺
で
、
往
昔
は
大
我
山
満
願
寺
と
号
し
た
:
:
:
天
正
年
間
(
一
五
七
三

t
九
一
)

に
兵
火
が
あ
り
、
堂
宇
は
残
ら
ず
焼
失
し
た
た
め
記
録
も
残
ら
ず
、
そ
の
寺
跡
さ
え
明
瞭
で
な
い
が
、
現
在
、
満
願
寺
谷
の
大
奥
に
あ
る

向
山
集
落
の
旧
跡
が
そ
の
跡
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
棟
札
に
よ
る
と
、
慶
長
二
年
(
一
五
九
七
)
今
日
の
号
に
改
め
、
明
治
に
な
っ
て

現
在
の
地
に
移
転
し
た
(
幻
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
と
お
り
と
す
れ
ば
、
当
時
の
満
願
寺
は
岩
常
か
ら
三
粁
西
北
の
谷
に
位
置
し
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
二
上
山
東
麓
の
小
字
名
「
寺
谷
口
」
に
も
寺
院
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
城
下
町
に

み
ら
れ
る
防
禦
一
の
た
め
の
寺
院
配
置
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
守
護
大
名
の
城
郭
下
集
落
、
岩
常
は
近
世
城
下
町
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
侍
町
、
町
屋
、
寺
院
な
ど
の
計
画
的
配
置
は
全

く
み
ら
れ
ず
、

た
だ
、
城
郭
下
に
政
治
・
経
済
的
機
能
を
有
す
る
集
落
が
混
在
し
て
立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
城

下
町
で
は
な
く
、
城
下
町
的
な
集
落
が
立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(2) 

布

勢

布
勢
天
神
山
城
が
築
城
さ
れ
た
の
は
室
町
時
代
の
文
正
元
年
(
一
四
四
六
)
、
因
幡
の
守
護
山
名
勝
豊
に
よ
っ
た
。
天
神
山
城
は
鳥
取

平
野
の
西
端
、
湖
山
池
の
東
岸
で
、
布
勢
の
卯
山
の
す
ぐ
北
の
小
山
で
、
海
抜
二
五
米
、
南
北
約
一
七

O
米
、
東
西
約
一

O
O米
の
孤
山

に
あ
っ
た
。
こ
の
天
神
山
城
は
『
稲
場
民
談
記
』
(
号
所
収
の
「
布
施
天
神
山
城
図
」
に
よ
る
と
、
内
堀
と
外
堀
で
取
り
囲
ま
れ
、
内
堀
は
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南
北
の
延
長
約
四

O
O米
、
東
西
の
延
長
約
三

O
O米
で
内
堀
内
の
面
積
は
天
神
山
を
含
め
て
約
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
定
さ
れ
て
お
り

ハ
ヲ
、
地
籍
図
の
小
字
名
「
内
堀
駿
河
屋
敷
」

な
ど
に
よ
り
、

内
堀
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
外
堀
は
『
因
幡
志
」
に
よ
る
と

「
倉
見
村

ノ
山
端
ヨ
リ
堀
ヲ
ホ
リ
テ
湖
山
古
川
ノ
池
口
へ
引
廻
シ
テ
惣
構
ト
シ
橋
ヲ
四
ケ
処
ニ
掛
タ
ル
ナ
リ
、
大
手
口
天
満
畷
ノ
橋
ヲ
九
相
橋
ト
号

ス
、
天
満
畷
手
ハ
天
神
山
ノ
正
面
東
口
ノ
海
道
ニ
テ
徳
吉
ノ
方
へ
十
八
町
正
直
ニ
通
リ
タ
ル
ヲ
去
リ
、
湖
山
口
ニ
カ
カ
ル
ヲ
大
橋
ト
云
ヒ

深
谷
ノ
方
ノ
橋
ヲ
鐘
ノ
手
橋
ト
イ
フ
築
地
ノ
橋
ト
号
ス
ル
ハ
蔵
見
村
ノ
前
ニ
ア
ル
ト
ソ
:
:
:
」
ハ
切
と
み
ら
れ
、
外
堀
は
卯
山
を
も
内
包
す

る
広
大
な
も
の
で
、
布
施
卯
山
の
南
側
よ
り
、
現
在
の
樽
恵
街
道
に
沿
っ
て
北
走
し
湖
山
池
に
通
じ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
一

部
は
川
幅
約
一
・
五
米
の
農
業
用
水
路
と
し
て
残
り
、
更
に
、
大
手
に
掛
け
ら
れ
た
「
九
相
橋
」
の
名
は
、
現
在
で
も
、
水
路
に
か
か
る

橋
の
名
と
し
て
残
り
、
「
ク
ソ
ウ
パ
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
布
勢
天
神
山
城
の
城
郭
下
集
落
(
城
下
町
)

は
、
東
に
口
を
開
い
た
円
弧

状
の
丘
陵
の
卯
山
(
約
四

O
米
)
山
麓
一
帯
に
立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
『
因
幡
志
』
は
「
堀
ヨ
リ
内
ハ
皆
町
小
路
一
一
テ
山
王

ノ
山
ノ
段
々
ハ
侍
屋
舗
ノ
迩
ト
見
エ
タ
リ
、
南
ノ
尾
ヲ
正
木
カ
鼻
ト
号
ス
ル
ハ
長
臣
正
木
大
膳
カ
構
ノ
跡
ト
云
リ
、
西
ノ
尾
ニ
朝
日
某
出

張
ス
、
其
外
森
下
出
羽
守
等
ノ
構
ノ
跡
皆
山
王
ノ
境
内
ニ
ア
リ
、
麓
ニ
ハ
仙
林
寺
、
功
徳
院
、
古
学
院
、
勝
祥
院
ナ
ト
イ
ヘ
ル
仏
閣
蓑
ヲ

並
ヘ
タ
リ
ト
:
:
:
寺
町
、

鍛
冶
町
、

傾
世
町
、

上
璃
小
路
、
経
水
池
ナ
ト
云
城
下
町
モ
皆
田
圃
ノ
字
ト
ノ
ミ
残
リ
テ
:
:
:
」
(
巴
と
記
し

て
い
る
。

城
下
町
に
お
け
る
給
入
居
住
地
域
は
主
と
し
て
二
地
域
に
分
か
れ
、
高
級
給
人
の
居
住
地
域
は
山
王
社
(
日
吉
神
社
)
周
辺
が
あ
て
ら

れ

一
般
給
人
の
居
住
地
域
は
卯
山
の
北
西
山
裾
で
、
小
字
名
「
大
段
」

一
帯
に
立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
現
在
で
は
大
部
分

が
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。
数
段
の
階
段
状
の
畑
地
は
当
時
の
給
人
屋
敷
跡
を
想
定
さ
せ
る
。

」
の
ほ
か
、

『
因
幡
志
』
に
も
み
ら
れ
た
よ

う
に
、
設
備
を
囲
め
る
た
め
か
、
重
臣
の
居
館
を
惣
構
で
あ
る
外
堀
内
の
要
点
に
配
し
て
い
た
こ
と
が
、
小
字
名
「
真
崎
西
分
」
の
正
木



大
膳
の
居
館
位
置
な
ど
よ
り
推
定
さ
れ
る
。
町
屋
地
区
は
丘
陵
南
裾
の
小
字
名
「
真
崎
西
分
」
と
、
東
裾
の
小
字
名
「
仁
王
堂
」
を
中
心

に
立
地
し
て
い
た
。
「
真
崎
西
分
」
に
は
女
郎
町
、
鍛
冶
町
、
傾
城
町
な
ど
が
立
地
し
て
い
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

近
世
城
下
町
で
防
衛
上
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
た
寺
院
配
置
を
考
察
す
る
と
、
小
字
名
「
河
徳
」
が
寺
町
と
さ
れ
、
「
布
勢
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天
神
山
城
図
」
に
功
徳
院
、
古
学
院
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
惣
構
え
南
側
に
仙
林
寺
、
勝
祥
院
な
ど
の
寺
院
が
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
惣
構
え
南
側
に
多
く
の
寺
院
を
配
置
し
た
の
は
、
当
時
、
山
陰
幹
道
が
城
下
町
の
南
を
東
西
に
走
行
し
て
い
た

も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
交
通
路
に
面
す
る
地
域
の
防
備
を
固
め
る
た
め
で
あ
り
、
小
字
名
「
真
崎
西
分
」
の
正
木
ケ
鼻
に
と
り
で
が
設

け
ら
れ
た
り
、
す
べ
て
の
出
城
(
砦
)
が
天
神
山
城
よ
り
東
の
地
域
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
但
馬
山
名
を
意
識
し
て
の
こ

と
と
も
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
布
勢
天
神
山
城
下
町
は
外
堀
を
惣
構
え
と
し
、
そ
の
中
に
立
地
し
、
給
人
屋
敷
、
町
屋
、
寺
院
配
置

な
ど
近
世
城
下
町
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

か
な
り
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
的
配
置
は
、
天
神
山
城
築
城
当
時
か
ら

で
な
く
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
徐
々
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
も
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
給
入
居
住
地
域
と
町
屋
な
ど
の
明
瞭
な
境

界
も
な
く
、
両
者
は
混
在
的
に
立
地
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
家
屋
も
分
散
的
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(3) 

若

桜

若
桜
鬼
ケ
城
の
草
創
は
『
矢
部
氏
系
図
』
に
よ
る
と
「
因
幡
国
山
田
村
(
今
若
桜
ト
改
ル
)
鬼
ケ
域
開
闇
矢
部
十
良
揮
種
ハ
駿
河
住
矢

部
彦
五
良
ノ
一
族
也
、
梶
原
景
時
謀
飯
シ
鎌
倉
ヲ
落
チ
上
格
ス
ル
途
中
於
駿
河
彼
ノ
一
族
ヲ
不
残
討
留
メ
タ
ル
勧
功
ニ
依
ツ
テ
:
:
:
故
テ

因
幡
八
束
(
今
八
東
ト
改
ム
)
ノ
束
、
山
田
ノ
庄
ノ
辺
リ
山
中
ニ
十
ケ
村
ヲ
宛
行
セ
ラ
ル
、
乃
チ
山
田
ノ
山
上
ニ
居
城
ヲ
開
築
シ

:
:
:
a
)
」

と
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
鎌
倉
時
代
矢
部
氏
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
天
正
三
年
(
一
五
七
五
)
尼
子
勝
久
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ら
に
攻
略
さ
れ
、
草
刈
景
継
、
吉
川
元
春
、
青
木
氏
ら
を
経
て
、
天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
、
秀
吉
の
臣
、
木
下
備
中
守
が
八
束
、
智
頭
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郡
二
万
石
の
居
城
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
慶
長
五
年
三
六

O
O
)、
関
ケ
原
戦
以
降
、

山
崎
左
馬
允
が
八
束
、

智
頭
二
郡
と
但
馬
の
一

部
、
二
万
五
千
石
の
居
城
と
な
っ
た
が
、
元
和
三
年
、
備
中
成
羽
に
転
封
に
な
り
、
そ
れ
以
降
廃
城
と
な
っ
た
。

若
桜
鬼
ケ
城
の
あ
る
山
を
鶴
尾
山
と
い
い
、
域
は
本
丸
、
二
ノ
丸
、
小
城
、
馬
場
、
コ
プ
丸
の
五
曲
輪
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
城
の
大

手
は
「
稲
場
民
談
記
』
所
収
の
「
若
桜
鬼
ケ
城
図
」
(
ち
に
城
郭
下
東
山
麓
に
「
大
手
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
因
幡
志
』
に
も

「
:
:
:
城
ノ
東
ヲ
大
手
ト
ス
ル
:
:
:
」
(
ち
と
み
ら
れ
る
o

し
か
し
矢
部
氏
時
代
は
三
倉
谷
側
の
小
字
名
「
城
ノ
谷
」
が
大
手
で
、
木
下
、

山
崎
氏
時
代
に
な
っ
て
東
を
大
手
と
し
た
と
も
い
わ
れ
る
へ
お
〉
O

城
下
町
は
関
ケ
原
の
役
を
境
に
急
速
に
発
達
し
た
ハ
ち
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
若
桜
の
城
下
町
も
、
鎌
倉
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け

て
の
矢
部
氏
時
代
に
は
城
下
町
ら
し
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
発
達
せ
ず
、
安
土
桃
山
期
の
木
下
氏
時
代
に
城
下
町
の
基
礎
が
出
来
、
関
ケ
原

戦
以
降
の
山
崎
氏
時
代
に
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
若
桜
の
城
下
町
は
八
東
川
と
三
倉
川
に
狭
ま
れ
た
山
裾
で
、

八

東
川
の
中
位
段
丘
面
上
に
立
地
し
、

八
東
川
と
三
倉
川
を
惣
構
え
に
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

八
東
川
の
水
を
城
下
町
の
上
流
で
引
き
、

一
様
や
城
下
町
の
各
家
の
飲
料
水
、

日
常
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

濠
に
は
内
堀
と
外
堀
が
あ
り
、
内
堀
の
位
置
は
現
在
の
若
桜
中
学
校
の
校
門
付
近
で
、
高
き
二
間
余
の
石
崖
が
御
茶
川
に
並
行
し
て
、

道
路
よ
り
内
側
三
間
位
の
と
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
て
い
る
(
号
こ
と
よ
り
、
現
在
の
御
茶
川
に
沿
っ
て
堀
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
外
堀
は
現
在
の
若
桜
小
学
校
付
近
で
高
さ
三
米
余
、
東
北
か
ら
西
南
へ
約
五
米
の
間
隔
を
置
い
て
、
二
条
の
石
垣
が
並
行
し
て
走

っ
て
い
た

av
こ
と
や
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
一
二
)

の
「
八
東
郡
若
桜
宿
田
畑
地
続
全
図
」
〈
ぎ
に
、

現
在
の
若
桜
小
学
校
付
近
の
山
麓

に
堀
の
跡
ら
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
よ
り
、
現
在
の
番
場
川
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

侍
町
は
外
堀
よ
り
内
の
郭
内
で
、
地
籍
図
の
小
字
名
「
殿
町
」
、
「
猿
岩
下
'
一
、
そ
し
て
、
番
場
川
(
外
堀
)

よ
り
内
の
「
上
町
」
、
「
中
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ゾ
o 

町
、
下
町
に
配
置
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
侍
町
に
は
二
条
の
道

路
が
走
っ
て
お
り
、

一
条
は
内

堀
(
現
在
の
御
茶
川
筋
)
の
外

推定若桜城下町図と現在図(左)

側
で
幅
員
約
一
間
l
一
間
半
位

で
、
他
の
一
条
は
、
内
堀
内
の

山
裾
側
に
並
行
し
て
走
り
、
幅

員
約
二
間
半
位
と
推
定
さ
れ
る

(却
)
O

一
般
に
、
高
禄
の
侍
の

住
む
地
区
で
は
屋
敷
の
規
模
に

相
応
し
て
広
い
路
幅
が
と
ら
れ

第 B図

る
と
こ
ろ
か
ら
、
内
堀
内
は
高

級
武
士
の
居
住
地
域
と
な
り
、

外
堀
と
内
堀
の
聞
は
一
般
武
士

の
居
往
地
域
に
な
っ
て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
三

倉
川
近
く
の
小
字
名
「
鉄
砲
町
」
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は
、
下
級
の
足
軽
組
の
屋
敷
地
域
と
推
定
さ
れ
、
足
軽
組
屋
敷
地
域
は
一
般
武
士
屋
敷
地
域
よ
り
も
地
形
的
に
低
湿
な
地
域
に
立
地
し
て

い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

町
屋
地
区
は
外
堀
(
番
場
川
)
外
で
、
「
因
幡
志
』
に
、
江
戸
時
代
の
若
桜
は
駅
馬
四
疋
が
置
か
れ
た
宿
場
町
で
、
「
鳥
取
ヨ
リ
七
里
一

町
ナ
リ
、

一
筋
町
ニ
テ
下
ノ
口
ヲ
農
人
町
、
上
ノ
口
ヲ
新
町
ト
云
フ
、
是
ヨ
リ
分
レ
道
ア
リ
テ
直
南
ヘ
通
レ
ハ
、
窟
堂
ニ
テ
橋
作
両
州
へ

通
ス
、
左
東
ハ
豹
ノ
山
道
ニ
テ
但
馬
ヘ
ノ
往
還
ナ
リ
:
;
:
町
並
民
家
ノ
造
リ
モ
他
ノ
在
郷
ニ
ハ
事
異
テ
奇
麗
ナ
リ
、
小
路
一
筋
ナ
ン
ト
モ

両
側
ニ
小
川
通
リ
テ
、
両
側
ノ
水
ヲ
飲
食
ノ
用
ト
シ
:
:
:
殊
ニ
産
物
多
ク
諸
職
人
ア
リ
テ
種
々
ノ
口
問
ヲ
仕
出
シ
テ
国
中
ニ
交
易
ス
:
:
:

五
)
」
と
記
し
て
い
る
。
城
下
町
時
代
も
、
当
然
、
播
磨
、

美
作
、

但
馬
へ
の
街
道
の
要
衝
で
あ
り
、
宿
場
町
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
町
屋
の
中
心
は
小
字
名
「
上
町
」
、
「
中
町
」
、
「
下
町
」
で
、
こ
れ
ら
の
町
は
、
幅
員
約
二
間
半
の
城
下
町
の
幹
線

道
路
に
沿
っ
て
い
る
。
「
上
町
」
と
か
「
下
町
」
は
城
下
町
に
お
い
て
は
成
立
の
比
較
的
早
い
町
と
い
わ
れ
る
が
〈
仔
、
若
桜
に
お
い
て

も
、
最
初
は
上
、
中
、
下
の
三
土
居
と
西
土
居
の
四
つ
の
土
居
か
ら
な
り
、
上
下
一
本
の
町
と
し
て
発
達
し
た
。
土
居
と
は
こ
の
地
方
で

は
、
集
落
の
区
画
を
意
味
し
、
江
戸
時
代
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
上
町
、
中
町
、
下
町
と
称
し
、
西
土
居
は
農
人
町
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

8
3
従
っ
て
、
城
下
町
時
代
の
町
屋
は
「
上
町
」
、
「
中
町
」
、
「
下
町
」
だ
け
で
、
職
人
町
の
町
名
は
残
存
し
て
い
な
い
。

ま
た
、

小
字

名
「
農
人
町
上
分
」
、
「
農
人
町
下
分
」
は
百
姓
屋
敷
を
意
味
し
、
農
民
も
惣
構
え
内
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
戦
略
的
に
重
要
な
寺
院
配
置
に
つ
い
て
み
る
と
、

い
ず
れ
も
市
街
域
外
縁
に
配
置
さ
れ
、
小
字
名
「
鉄
砲
町
」

に
静
徳
寺
、

「
浦
町
」
に
寿
覚
院
、
西
方
寺
、
王
栄
寺
、
蓮
教
寺
の
四
寺
院
が
あ
り
、

し
か
も
、
こ
の
「
浦
町
」
の
四
寺
院
は
市
街
域
を
取
り
囲
む
よ

う
に
一
線
上
に
並
び
、

か
な
り
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
o

城
下
町
を
走
る
道
路
配
置
を
み
る
と
、
町
屋
地
区
を

通
る
主
要
幹
線
路
は
幅
員
約
二
間
半
で
一
番
広
く
、
近
世
の
城
下
町
の
道
路
形
態
と
同
じ
よ
う
に
、
市
街
域
入
口
で
丁
字
路
を
な
し
、
市



街
内
が
見
透
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
幹
線
路
と
並
行
す
る
よ
う
に
侍
町
に
二
条
の
道
路
が
走
り
、
内
側
の
道
路
が
二
間
半

位
、
外
側
の
道
路
が
一
間
半
位
の
幅
員
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
条
の
道
路
は
「
上
町
」
と
「
下
町
」
で
相
互
の
連
絡
路
が
作
ら
れ
て
い
る
ほ

か
は
、
相
互
間
の
連
絡
路
は
み
ら
れ
ず
、
道
路
配
置
に
も
防
禦
的
配
慮
が
考
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
「
八
東
郡
若
桜
宿
田
畑
地
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続
全
図
」
に
よ
り
、
町
屋
の
屋
敷
を
推
定
す
れ
ば
、
各
屋
敷
と
も
間
口
が
狭
く
、
奥
行
が
深
い
。
最
も
狭
い
も
の
で
、
間
口
一
間
半
位
、

奥
行
十
五
間

l
二
十
間
位
、
普
通
で
間
口
二

1
三
問
、
奥
行
十
五
間

l
二
十
間
位
で
、
所
謂
、

「
ウ
ナ
ギ
ノ
寝
床
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
城
下
町
若
桜
も
元
和
三
年
、
城
主
山
崎
家
治
が
備
中
成
羽
に
転
封
に
な
る
と
、
家
臣
団
の
み
な
ら
ず
、
町
屋
の
人
の
中
に

も
成
羽
へ
移
住
し
た
も
の
も
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
o

そ
の
た
め
、
侍
屋
敷
地
区
を
中
心
に
荒
廃
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
o

し
か

し
、
現
在
で
は
侍
屋
敷
地
区
の
う
ち
、
高
級
武
士
団
の
屋
敷
地
は
小
学
校
や
中
学
校
の
校
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
町
屋
地
区
は
江

戸
時
代
に
は
播
磨
(
姫
路
)

へ
の
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
駅
馬
四
疋
も
置
か
れ
、
析
し
く
街
道
沿
い
の
上
町
の
上
、
小
字
名
「
新

町
」
に
新
町
が
誕
生
し
た
。
江
戸
時
代
の
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)

『
因
幡
志
』

の
記
録
に
よ
る
と
、

当
時
の
若
桜
宿
は
新
町
、

上

の

町
、
中
町
、
下
町
、
農
人
町
で
構
成
さ
れ
、
戸
数
三

O
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
久
コ
一
年
(
一
八
六
三
)

に
は
戸
数
三
三
二
戸

と
な
っ
た
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
若
桜
宿
大
火
に
よ
り
、
市
街
地
の
大
半
が
焼
失
し
、
城
下
町
時
代
や
、
江
戸
時
代
の
面
影
が
み
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)

の
戸
数
三
六
七
戸
(
共
武
政
表
)
と
な
り
、

明
治
十
八
年
上
町
、
中
町
、
下
町

を
貫
通
し
て
い
た
道
路
を
改
修
し
国
道
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
下
町
の
下
、
小
字
名
「
隅
田
」
、
「
坂
川
」

に
新
し
く
、
西
町
、
上
町
の

上
、
小
字
名
「
猿
岩
下
タ
」
に
山
田
町
が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
城
下
町
か
ら
出
発
し
た
若
桜
も
、
城
下
町
以
後
、
交
通
上
の
要
衝

247 

に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
次
第
に
そ
の
市
街
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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(4) 

鹿

野

志
加
奴
氏
代
々
の
居
城
で
あ
る
鹿
野
城
の
草
創
時
代
は
不
詳
で
あ
る
。
志
加
奴
氏
の
名
は
明
徳
の
乱
(
一
三
九
一
)

の
と
き
、
山
名
氏

の
部
将
に
志
加
奴
某
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
文
十
二
年
(
一
五
四
三
)
、
出
雲
の
尼
子
晴
久
、
鹿
野
城
を
攻
撃
し
た
と
き
、
志
加

奴
入
道
以
下
三
百
余
人
が
討
死
し
た
と
い
う
盆
)
口

永
禄
頃
(
一
五
五
八
}
、
六
九
)
、
毛
利
の
勢
力
が
強
大
に
な
る
に
つ
れ
て
、
山
名
源
七
郎
、
三
吉
三
郎
左
衛
門
、
進
藤
豊
後
守
を
経
て
、

天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
秀
吉
の
部
将
亀
井
新
十
郎
が
入
城
し
、
そ
の
後
、
気
多
郡
一
万
三
千
石
で
鹿
野
城
主
に
封
ぜ
ら
れ
、
関
ケ
原
戦

後
、
高
草
郡
を
加
増
さ
れ
、
一
二
万
八
千
石
と
な
り
、
そ
の
子
豊
前
守
政
矩
の
時
、
四
万
三
千
石
に
加
増
さ
れ
、
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)

石
川
津
和
野
に
転
封
さ
れ
る
ま
で
、
父
子
在
城
、
三
十
七
年
間
で
あ
っ
た
。

鹿
野
城
は
王
本
一
口
域
と
も
号
し
、
鹿
野
の
背
後
、
妙
見
山
(
約
一
六

O
米
)
上
に
あ
り
、
『
因
幡
志
』

に
よ
る
と

「
城
は
艮
ノ
方
ヲ
前
ト

シ
テ
本
丸
、
二
ノ
丸
塀
重
内
門
、
塀
風
櫓
、
内
聖
、
外
輩
、
薬
研
堀
、
皆
二
重
石
垣
ニ
テ
橋
ノ
述
マ
テ
、
依
然
卜
残
レ
リ
、
:
:
:
城
門
北

ヲ
大
手
ト
為
ス
山
ノ
高
サ
百
三
十
間
域
内
東
西
十
六
問
、
南
北
八
開
:
:
:
城
山
東
西
ハ
田
ナ
リ
、
南
ハ
山
ナ
リ
、
北
ハ
鹿
野
町
ナ
リ
町
ヨ

リ
山
下
ニ
到
テ
百
七
十
問
、
城
山
周
囲
回
七
町
十
問
、
馬
寄
北
一
云
々
」
(
ぢ
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
鹿
野
城
は
亀
井
弦
矩
の
時
、
大
改
築
さ

れ
た
。
即
ち
、
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、
西
の
丸
を
築
き
、
内
堀
外
に
出
丸
を
築
、
き
、
外
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
と
も
い
わ
れ
る

8〉

O

現

在
で
も
、
山
麓
に
本
丸
、
二
の
丸
、
内
堀
、
外
堀
、
薬
研
堀
な
ど
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。

城
下
町
鹿
野
は
妙
見
山
山
麓
で
、
河
内
川
、
水
谷
川
に
挟
ま
れ
、
両
河
川
を
惣
構
え
と
す
る
か
の
よ
う
に
立
地
し
て
い
る
。
市
街
域
の

大
部
分
は
河
内
川
の
上
位
段
正
面
上
に
立
地
し
、
内
堀
、
薬
研
堀
、
外
堀
な
ど
の
濠
の
水
や
、
城
下
町
の
飲
料
水
、

日
常
用
水
の
ほ
と
ん

ど
は
水
谷
川
の
水
を
引
き
利
用
し
て
い
る
。
侍
屋
敷
地
区
は
妙
見
山
下
の
小
字
名
「
殿
町
」
、
「
御
茶
苑
」
、
「
堀
端
」

一
帯
と
推
定
さ
れ
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る
。
侍
屋
敷
地
区
と
町
屋
地
区
の
境
界
に
は
濠
な
ど
の

人
工
境
界
物
は
存
在
せ
ず
、
水
谷
川
の
旧
河
道
と
推
定

さ
れ
る
自
然
境
界
物
を
利
用
し
て
い
た
も
の
と
考
察
さ

れ
、
外
堀
内
の
「
御
茶
苑
」
は
高
級
武
士
の
居
館
が
あ

っ
た
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
域
の
北
に

推定鹿野城下町図

小
字
名
「
鉄
砲
屋
」
、
「
的
場
」
の
地
名
が
み
ら
れ
る
、

江
戸
時
代
の
記
録
に
「
:
:
:
青
木
ノ
束
、
重
ケ
谷
ノ
辺

一
、
鉄
砲
屋
ト
号
ス
ル
処
ア
リ
、
其
辺
マ
タ
的
場
ト
呼

地
ア
リ
、

是
宣
土
日
時
烏
銃
練
習
ノ
場
ナ
ル
欺
:
:
:
」

mm〉
と
み
ら
れ
る
。

「
鉄
砲
屋
」
、

「
的
場
」
は
、

そ
の

第7図

地
名
よ
り
射
撃
練
習
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
付
近
は
足

軽
組
屋
敷
地
区
に
も
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
侍
屋
敷
地
区
は
城
主
の
津
和
野
転
封
に
よ

り
荒
廃
し
、
現
在
で
は
小
学
校
、
中
学
校
の
用
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
屋
地
区
の
う
ち
城
の
大
手
、
正
面
前
に
立
地
す
る

の
が
「
上
町
」
、
「
下
町
」
で
あ
る
。

一
般
に
、
中
心
的
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商
業
地
区
は
常
に
城
下
を
貫
通
す
る
根
幹
道
路
沿
い
の
城
郭
前
面
、
即
ち
、
大
手
付
近
に
立
地
す
る
と
い
わ
れ
る
品
)
こ
と
よ
り
、

れ

ら
の
町
は
、
城
下
町
鹿
野
に
お
け
る
商
工
業
の
中
心
地
域
を
な
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

鹿
野
に
は
、
商
工
業
者
の
職
人

町
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
残
存
の
町
名
や
、
小
字
名
で
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
現
在
も
残
存
し
て
い
る
町
名
は
鍛
治
町
、

大

工
町
、
紺
屋
町
で
、
こ
の
ほ
か
小
字
名
に
み
ら
れ
る
も
の
に
、
「
呉
服
町
」
、
「
新
町
」
な
ど
が
あ
る
o

更
に
、
江
戸
時
代
の
記
録
に
「
:
:
:

按
図
籍
、
見
存
ノ
坊
名
ノ
外
、
旧
十
有
一
ヲ
得
タ
リ
、

日
津
山
町
、

八
日
町
、
新
町
、
魚
町
、
茶
町
、
河
原
町
、

ス
ヤ
マ
町
、
呉
服
町
、

ノ
ボ
リ
町
本
町
、
油
魚
町
也
:
:
:
」

(
9
と
み
ら
れ
、

魚
町
、

茶
町
、

-
ノ
ボ
リ
町
、

油
魚
町
、
河
原
町
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
茶
町
は
小
字
名
「
茶
園
小
路
」
付
近
、
河
原
町
は
紺
屋
町
か
ら
雲
竜
寺
に
至
る
道
路
の
南
側
に
、
そ
し
て
、
魚

町
は
小
字
名
「
下
町
北
側
」
の
北
辺
に
立
地
し
て
い
た
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
町
屋
の
配
置
は
、
中
心
商
業
地
区
の
上
町
、

下
町
を
段
丘
面
上
の
中
央
幹
線
路
沿
い
に
、
職
人
町
の
大
工
町
は
幹
線
路
に
沿
っ
て
は
い
る
が
、
段
丘
崖
の
傾
斜
地
か
ら
沖
積
面
上
に
立

地
し
て
い
る
。
同
じ
く
幹
線
路
に
面
す
る
紺
屋
町
も
水
谷
川
よ
り
外
に
立
地
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鍛
治
町
も
瑞
穂
谷
へ
の
道
路
に
面
し

て
い
る
が
、
段
丘
末
端
よ
り
段
丘
崖
の
傾
斜
地
に
位
置
、
魚
町
は
魚
類
の
臭
気
の
た
め
か
、
市
街
北
辺
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

呉
服
町
、
茶
町
、
河
原
町
、
新
町
な
ど
は
い
ず
れ
も
市
街
周
辺
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
城
下
町
の
町
屋
の
配
置
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
地
形
的
、
交
通
的
に
優
位
な
位
置
に
中
心
商
業
地
区
が
位
置
し
、
そ
れ
を
取
り
ま
い
て
職
人
町
が
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
町
屋
地
区
も
、
城
主
の
津
和
野
転
封
後
は
寂
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
「
今
ノ
大
工
町
坂
ヨ
リ
己
西
ハ
、
亀
井

公
石
州
ニ
移
テ
後
、
入
居
漸
々
減
シ
テ
粛
条
タ
ル
三
両
戸
ヲ
留
メ
、
其
他
ハ
悉
ク
禾
黍
ノ
地
ト
ナ
ル
、
八
九
十
年
来
、
人
煙
復
タ
漸
ク
繁

ク
、
今
ノ
如
ク
街
坊
ヲ
成
ス
:
:
:
」
へ
号
と
の
記
録
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
町
は
町
全
体
で
宝
木
村
に
移
り
、
宝
木
新
町
を
作
っ
た
。
従

っ
て
、
現
在
で
も
、
大
半
が
鹿
野
の
妙
光
寺
、
幸
盛
寺
が
各
家
の
檀
那
寺
と
な
っ
て
い
る
。



一
方
、
城
下
町
の
寺
院
配
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
市
街
南
の
小
字
名
「
成
徳
寺
前
」
に
成
徳
寺
(
現
在
は
実
存
し
な
い
て
河
内
川
西
方

に
亀
井
氏
の
菩
提
寺
、
譲
伝
寺
、
市
街
北
辺
の
小
字
名
「
鍛
冶
町
尻
」
に
光
輪
寺
(
現
在
は
「
御
茶
苑
」
に
在
)
、
「
下
町
北
側
」
に
卒
盛

土
寸
、
そ
し
て
、
市
街
東
縁
の
「
上
町
南
裏
」
に
三
光
寺
、
「
寄
田
」
に
妙
光
寺
、
浄
徳
寺
、
「
観
音
寺
前
」
に
観
音
寺
、
そ
の
ほ
か
、
雲
竜

因幡国における中世の城郭と城郭下集落の歴史地理学的考察

寺
と
合
計
し
て
九
寺
院
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

五
寺
院
が
市
街
東
縁
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
寺
院
が
東
縁
に
集
中

し
て
い
る
の
は
亀
井
氏
時
代
の
初
期
の
所
領
は
気
多
一
郡
だ
け
で
、
鹿
野
は
気
多
郡
の
東
端
に
位
置
し
、
す
ぐ
東
の
山
嶺
が
所
領
境
界
を

な
し
、
城
と
国
境
と
の
距
離
が
近
い
た
め
、
防
禦
を
固
め
る
た
め
と
も
推
定
さ
れ
る
。

城
下
町
の
道
路
配
置
を
み
る
と
、
城
下
町
特
有
の
丁
字
路
や
、

L
字
路
が
各
地
に
み
ら
れ
る
o

町
屋
地
区
の
道
路
の
幅
員
は
商
業
の
中

下
町
の
幹
線
道
路
は
約
二
間
半
と
広
い
。

こ
れ
に
対
し
、

同
じ
幹
線
路
で
も
職
人
町
の
大
工
町
付
近
は
約
二
間

心
地
区
で
あ
る
上
町
、

位
、
ま
た
、
侍
屋
敷
地
区
の
道
路
も
一
間

l
一
間
半
位
い
と
狭
く
、
多
く
の
丁
字
路
や
遠
見
遮
断
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
侍
町
の
道

路
の
狭
さ
と
多
く
の
屈
曲
点
は
弓
矢
銃
弾
の
射
通
し
を
不
可
能
に
し
、
軍
馬
の
疾
駈
を
困
難
に
す
る
な
ど
防
衛
上
の
便
の
た
め
と
さ
れ
て

こ
の
よ
う
な
、
亀
井
氏
在
城
時
、
広
大
な
城
下
町
の
発
展
を
み
た
鹿
野
も
、

江
戸
時
代
の
寛
政
年
間

(
一
七
八
九
l
一
八

O

い
る
(
日
〉

O

O
)
に
は
上
町
、
紺
屋
町
、
小
屋
人
町
、
竪
町
、
殿
町
、
新
町
、

下
町
、

鍛
冶
町
、

山
根
町

大
工
町
で
戸
数
三
百
五
十
戸
余
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
、
戸
数
五
百
五
十
戸
(
共
武
政
表
)
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
鹿
野
は
城
下
町
時
代
に
は
山
陰
道

の
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
幕
藩
時
代
に
は
新
し
い
交
通
路
が
海
岸
沿
い
に
設
け
ら
れ
、
更
に
、
明
治
時
代
に
な

る
と
、
海
岸
沿
い
の
交
通
路
が
国
道
と
な
り
、

ま
た
、
明
治
四
十
年
の
国
鉄
山
陰
線
の
開
通
は
、

い
ず
れ
も
海
岸
沿
い
の
地
域
ば
か
り

で
、
孤
立
化
状
態
と
な
り
戸
数
、
人
口
と
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
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お

わ

り

を
離
れ
て
の
支
配
は
成
立
し
な
い
。
即
ち
、
中
世
の
城
郭
の
分
布
は
当
時
の
、
生
産
地
域
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
と
も
云
え
る
。
こ
れ

中
世
城
郭
下
の
集
落
(
城
下
町
)

は
、
当
時
の
領
主
の
領
国
内
の
政
治
的
、
軍
事
的
中
心
の
集
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
領
主
は
生
産
地
域

ら
、
城
郭
や
、
城
郭
下
集
落
の
立
地
は
領
主
の
領
国
内
に
お
け
る
生
産
地
域
や
、
交
通
上
の
要
衝
に
立
地
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
o

因
幡

国
に
お
け
る
城
下
町
は
関
ケ
原
戦
な
い
し
は
大
坂
の
陣
後
、
急
速
に
発
達
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
領
主
の
転
封
な
ど
に
よ

る
、
城
下
町
以
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
町
の
発
展
、
衰
退
は
交
通
的
要
因
の
如
何
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
。
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献
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叩
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収
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西
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。
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地
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岩
永
寛
鳥
取
県
に
お
け
る
条
里
地
域
の
研
究
(
1
)
鳥
取
大
学
学
芸
学
部
報
告
、
一
九
五
九
年

大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
之
二



:253 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

:34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

拙

稿

前

掲

註

(
9
)

一
O
O頁

小
林
健
太
郎
前
掲
註
(
2
)
四
二

1
四
回
頁

原
田
伴
彦
日
本
封
建
都
市
研
究
、
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
九
年
四
二
四
頁

藤
岡
謙
二
郎
・
矢
守
一
彦
歴
史
地
理
、
大
明
堂
、
昭
和
四
十
三
年
七
七
頁

山
中
寿
夫
鳥
取
県
の
歴
史
、
山
川
出
版
、
昭
和
四
十
五
年
四
二

t
五
七
頁

徳
永
職
男
鳥
取
県
郷
土
史
概
説
、
山
陰
教
材
社
、
一
九
五
六
年
四
六
頁

山
中
寿
夫
前
掲
註
(
凶
)
五
六

l
五
七
頁

山
中
裏
太
郎
地
名
語
源
辞
典
「
土
居
」
の
頃
、
校
倉
書
一
房
一
、
昭
和
四
三
年
二
四
三
頁

山
中
寿
夫
前
掲
註
(
郎
)
六
九

l
七
O
頁

徳
永
職
男
前
掲
註
(
げ
)
五
八
頁

「
続
日
本
紀
」
文
武
天
皇
二
年
三
月
五
日
条
、
「
国
史
大
系
」
所
収

鳥
取
県
岩
美
町
岩
美
町
誌
、
昭
和
四
十
三
年
五
五
一
頁

安

陪

恭

庵

前

掲

註

(
3
)

二
上
山
城
の
頃

文
政
六
年
(
一
八
一
入
)
鳥
取
藩
に
よ
り
作
成
、
県
立
鳥
取
図
書
館
蔵

安

陪

恭

庵

前

掲

註

(
3
)

岩
常
の
項

鳥
取
県
岩
美
町
前
掲
註
(
お
)
七
九
九
頁

小

泉

友

賢

前

掲

註

(
5
)

大
類
伸
前
掲
註
(
4
)
天
神
山
域
の
頃
五
六

l
五
七
五

安

陪

恭

庵

前

掲

註

(
3
)

布
勢
の
頃

安

陪

恭

庵

前

掲

註

(
3
)

布
勢
村
の
項

矢
部
家
文
書
鳥
取
県
八
東
町
富
枝
、
矢
部
氏
所
蔵
、
村
江
正
民
「
若
桜
鬼
ケ
城
」
所
収
、
昭
和
四
十
年

小

泉

友

賢

前

掲

註

(
5
)

安

陪

恭

庵

前

掲

註

(
3
)

四

l
五
頁

若
桜
鬼
ケ
城
の
項
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(
部
)
村
江
正
民

(
拘
)
藤
岡
謙
二
郎

二
九
頁

(
訂
)
村
江
正
民
前
掲
註
(
お
)

(
却
)
村
江
正
民
前
掲
註
(
お
)

(
却
)
鳥
取
県
若
桜
町
役
場
蔵

(ω)
こ
の
道
路
は
江
戸
時
代
の
「
八
東
郡
全
国
」
(
年
代
不
詳
)
に
よ
っ
て
み
る
と
、
御
茶
川
筋
の
道
路
よ
り
広
く
、
明
治
初
年
ま
で
残
存
し
て
い

た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在
は
小
学
校
な
ど
の
敷
地
と
な
り
不
詳
で
あ
る
。

(
必
)
安
陪
恭
庵
前
掲
註
(
3
)

若
桜
宿
の
項

(
必
)
小
野
均
近
世
城
下
町
の
研
究
、
至
文
堂
、
昭
和
三
年
一
三
九
頁

(
必
)
村
江
正
民
前
掲
註
(
部
)
八
二

1
八
三
頁

(
川
叫
)
楢
柴
竹
造
気
高
郡
史
考
、
横
山
書
底
、
大
正
十
二
年
三
一
一
良

(
江
町
)
安
陪
恭
庵
前
掲
註
(
3
)

鹿
野
城
の
項

(
必
)
大
類
仲
前
掲
註
(
4
)
鹿
野
城
の
項
四
七
頁

(
幻
)
熊
谷
道
伸
拾
遺
鹿
野
故
事
談
、
鹿
野
町
史
資
料
二
号
所
収
、
道
仲
は
宝
麿
十
三
年
(
一
七
六
三
)

私
学
を
聞
き
、
文
北
十
三
年
ご
八
二
ハ
)
に
殺
す
。

(
時
)
小
野
均
前
掲
註
(
必
)
一
三
七
頁

(
叫
)
熊
谷
道
仲
前
掲
註
(
幻
)

(
印
)
熊
谷
道
仲
前
掲
註
(
幻
)

(
日
)
原
田
伴
彦
前
掲
註
(
M
H
)

若
桜
鬼
ケ
城
、
昭
和
国
十
年
五

0
1五
二
頁

城
下
町
の
地
理
的
研
究
の
課
題
、
城
下
町
研
究
ノ
l
ト
覚
書
、
現
代
地
理
講
座
、
河
出
書
房
4

昭
和
三
一
年

一
一
一
九

t
二

七
七
頁

七
八
頁

に
生
れ
、
大
阪
で
学
び
、
郷
里
鹿
野
で

二
五
二
頁
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